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内 容

１ 令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課に関する調査等の結果から

（文部科学省調査）

２ 子どもの問題行動や不登校等を

家族心理学から見る

３ 生きる力を育むために
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１ 令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等

生徒指導上の諸課題に関する調査等の結果から

（文部科学省調査）
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問題行動等調査から

(1) 暴力行為発生件数の推移

(2) いじめの認知件数の推移

(3) 不登校児童生徒数の推移

(4) 不登校の要因

(5) 子どもの声を聞いてみる

～令和２年度不登校児童生徒の実態調査から～

4



問題行動等調査から

(1) 暴力行為発生件数の推移
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問題行動等調査から

(2) いじめの認知件数の推移
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問題行動等調査から

(3) 不登校児童生徒数の推移
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問題行動等調査から

(4) 不登校の要因
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不登校の要因（主たるもの）

１ 無気力・不安（９１，８８６名）・・・・・・・・・・・・・４７％

２ 生活リズムの乱れ・遊び・非行（２３，４３９名）・・・・・１２％

３ いじめを除く友人関係をめぐる問題（２０，８３０名）・・・１１％

４ 親子の関わり（１７，３９５名）・・・・・・・・・・・・・ ９％

５ 学業の不振（１０，６７５名）・・・・・・・・・・・・・・ ５％

６ 家庭の生活環境の急激な変化（５，６６７名）・・・・・・・ ３％

７ 入学・進級時等の不適応（６，５３３名）・・・・・・・・・ ３％

８ 家庭内の不和（３，４６３名）・・・・・・・・・・・・・・ ２％

９ 教職員との関係をめぐる問題（２，４１３名）・・・・・・・ １％

10 学校のきまり等をめぐる問題（１，５１４名）・・・・・・・ １％

11 進路に係る不安（１，５８１名）・・・・・・・・・・・・・ １％

12 いじめ（３９９名）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0.2％
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不登校の要因（主たるもの）

〇小学校

・無気力・不安・・・・・・２９，３３１名（46％）
・親子の関わり方・・・・・ ９，２２７名（15％）
・生活リズムの乱れ、あそび、非行

・・・・・ ８，８６３名（14％）
〇中学校

・無気力・不安・・・・・・６２，５５５名（47％）
・いじめを除く友人関係・・１６，５７１名（13％）
・生活リズムの乱れ、あそび、非行

・・・・・１４，５７６名（11％）
・学業の不振・・・・・・・ ８，６２６名（７％）
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無気力・不安の要因とは

無気力・不安の中には、必ず要因（学校に係るもの、
家庭に係るもの、本人に係るもの）はあるはずだが、周
囲（教師や保護者等）からは分からなかったものが含ま
れている可能性がある。場合によっては、本人でも無気
力・不安になっている理由がわからない場合もある。

不登校の要因には、複雑に絡み合っていることが多い
ため、要因を特定することは難しいことにも留意する。
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無気力・不安の要因とは何だ？

「無気力」「不安」になる要因は何か。

その子にとって学校が「安心できな
い」場所であるということか？

子どもの活力や元気が湧き出てこない
ような心理的状況になっているのか？



13

(5)子どもの声を聞いてみる
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最初に学校へ行きづらいと感じ始めたきっかけ

小学校 （※複数回答）

友達のこと（嫌がらせやいじめがあった）・・・・・・・・・・２５％

友達のこと（上記以外）・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２％

先生のこと（先生と合わなかった、怖かったなど）・・・・・・３０％

勉強がわからない（授業、成績、テストの点など）・・・・・・２２％

身体の不調（学校へ行こうとするとお腹が痛くなるなど）・・・２７％

生活リズムの乱れ（朝起きられなかったなど）・・・・・・・・２６％

インターネット、ゲーム、動画視聴、ＳＮＳによるもの・・・・１８％

兄弟姉妹や親しい友人の影響・・・・・・・・・・・・・・・・ ７％

学校に行く理由が理解できない・・・・・・・・・・・・・・・１４％

入学、進級、転校して学校や学級に合わなかった・・・・・・・ ７％

親のこと（仲が悪い、怒った、注意がうるさかったななど）・・ ７％

家族関係（家族同士の仲が悪い、家族の失業、離れ離れ）・・・ ５％

きっかけが何か自分でもよくわからない・・・・・・・・・・・２６％
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最初に学校へ行きづらいと感じ始めたきっかけ

中学校 （※複数回答）

友達のこと（嫌がらせやいじめがあった）・・・・・・・・・・２６％

友達のこと（上記以外）・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６％

先生のこと（先生と合わなかった、怖かったなど）・・・・・・２８％

勉強がわからない（授業、成績、テストの点など）・・・・・・２８％

身体の不調（学校へ行こうとするとお腹が痛くなるなど）・・・３３％

生活リズムの乱れ（朝起きられなかったなど）・・・・・・・・２６％

インターネット、ゲーム、動画視聴、ＳＮＳによるもの・・・・１７％

兄弟姉妹や親しい友人の影響・・・・・・・・・・・・・・・・ ６％

部活動の問題（合わなかった、人間関係、試合に出られない）・１３％

学校に行く理由が理解できない・・・・・・・・・・・・・・・１５％

入学、進級、転校して学校や学級に合わなかった・・・・・・・１０％

親のこと（仲が悪い、怒った、注意がうるさかったななど）・・ ９％

家族関係（家族同士の仲が悪い、家族の失業、離れ離れ）・・・ ６％

きっかけが何か自分でもよくわからない・・・・・・・・・・・２３％
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(5) 子どもの声を聞いてみる

・要因は複数あり、１つではない。

・教職員や保護者の見立てには限界があり、

子どもの声を聞く必要がある。

・不安や悩み、ストレスに対してどう対処し

たら良いかわからない可能性がある。

・理想と現実のギャップに苦しみ、自信がな

くなっているのかもしれない。



２ 子どもの問題行動や不登校等を

家族心理学から見る
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子どもの問題行動や不登校等を
家族心理学から見る

(1) 子どものＳＯＳの現れ方

(2) 子どもの存在の不安定さを理解し、

所属と愛の欲求を満たす

(3) 家族をシステムとして見た場合

(4) 家族の健康性

(5) 思春期の発達課題と家族
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家族心理学から

（１） 子どものＳＯＳの現れ方

ア 心身の症状・・・・・・・不登校、自傷、自殺

未遂、うつなど

イ 暴力化傾向・・・・・・・他害、暴力、非行、

犯罪など

ウ 違いに対する不寛容・・・いじめなど

「家族心理学から見えてくること」著:平木典子 より



マズローの「欲求の５段階」
20

家族心理学から

（２）子どもの存在の不安定さを理解し、所属と愛の欲求を満たす

下位の欲求を満たされると、上位の欲
求が出てきます。存在や所属、愛の欲求
を受け止められると、何か成し遂げて認
められ、その成果によって自他の尊敬を
得たいと望むようになるものです。

現代の問題は、所属と愛の欲求を満た
す前に、承認の欲求のところで大人が関
わり始めてしまう傾向があります。何か
ができた、できないで子どもを認めたり、
認めなかったりすると、子どもはできな
いとき、見捨てられる不安におびえます。

成果主義が家庭にまで持ち込まれてい
ないか。健康の維持や回復、人間関係の
維持や支えなど、心身の健康を土台とし
た行動は得られず、不安定な土台の上に
課題が積み上げられていく様相になって
いる傾向があります。

子どもを「授かる」から「作る」に
なっていないか？

「家族心理学から見えてくること」著:平木典子 より
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家族心理学から

（３） 家族をシステムとして見た場合

・家族システムの考え方では、症状や問題を示した人を、家族

システムの中で「たまたま問題や症状を呈した人」、「家族

システムや家族を取り巻く生態システムがうまく機能してい

ないことを示している人」ととらえる。

家族のシステムに不具合が生じたときに、構成員の誰かに問
題や症状が現れると言われており、立場の弱い子どもや女性に
症状が出ることが多いと言われている。コロナ禍で、子どもや
女性の自殺が急増したのも、関係があると考えられる。

その問題や症状は、個人のＳＯＳであると同時に、より大き
なシステムのＳＯＳでもある。

「家族の心理第２版」著:平木典子他 より
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家族心理学から

（４） 家族の健康性

・問題や困難を全く経験しない家族などあるはずがなく、家族の

健康性とは、問題や困難がないというより、それらに向き合い

解決することができる家族を意味するととらえるのが良い。

・家族は安定した状態がずっと続くのではなく、個人と家族の発達

を促進するような変化を幾度となく遂げていくものである。

・家族の発達段階の移行期は、それまでの安定状態が崩れて別の安

定状態が模索される流動期にあたり、家族が崩壊する危険性と成

長の機会になり得る可能性の両方を持った発達上の危機となる。

家族の健康性とは、内外の変化・不変化の力をうまく調整し、大

小様々な危機を乗り越えてきたシステムのことだととらえること

ができる。 「家族の心理第２版」著:平木典子他 より
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家族心理学から

（５） 思春期の発達課題と家族

子どもは異文化との出会いから、持ち物や言葉遣いなど様々な
仲間文化を持ち帰り、家族に受け入れられるかどうかを確かめな
がら、異文化への適応を試みる。子どもが葛藤を抱え、あるいは
傷ついて帰ったとき、家族は安息と癒やしの場を用意して迎え入
れ、再び出会いの場へ送り出したいものである。思春期の子ども
がいる家族は、ベースキャンプ（基地）としての機能を果たすこ
とが求められているのである。

しかし、家族にとって、子どもの友達優先の言動表現や異文化
の持込みは家族文化への挑戦や反抗とも受け取れ、また、安息の
要求は身勝手に映る。家族はその対応に困惑し、慰めが必要なと
きに放任し、解放すべき時に抱え込んでしまうことがある。

思春期の子どもたちの一見矛盾に満ちた言動は、成長のための
正常なあがきであり、家族はその矛盾に振り回されることなく、
状況に応じて柔軟に対応することが肝要である。

「家族の心理第２版」著:平木典子他 より



３ 生きる力を育むために
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生きる力を育むために

(1) 子どもと本音で話し合える関係づくり

(2) 子どものＳＯＳを出す力を育む

(3) 子どもの乗り越える力や回復力を育む

(4) 褒め方、認め方

(5) 再発防止策を一緒に考える

(6) 発達の段階に応じた対応をする

(7) 夢中になれるものや時間を持てる

ようにする

(8) 体験活動や習い事、部活動等を通して



26

生きる力を育むために

(1) 子どもと本音で話し合える関係づくり

子どもの心理的事実を受け止め、マイ
ナスな言葉も言える環境の確保や、関係
づくりが大切である。

「むかつく、うざい、許せない、だる
い、つかれた･･･」と言える場所、聞いて
もらえる人が必要である。
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生きる力を育むために

(2) 子どものＳＯＳを出す力を育む

わからないことはわからないと言うこ
と、人の助けを求めることは、「たくま
しく生きる大切な力である」ことを伝え、
大人も実践するようにする。

また、ＳＯＳを出しやすくするための
環境作りにも努めることが大切である。
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生きる力を育むために

(3) 子どもの乗り越える力や回復力を育む

子どもが自身で生きていける力をつけることが大切
である。何が起きるか分からない時代である。

失敗しない力より、失敗しても乗り越える力を身に
つけさせることが重要である。

そのためにも、失敗をしても、取り戻せるという経
験をさせると良い。小さな失敗を自分で乗り越えたり、
取り戻し、回復したりする経験をする中で、徐々に課
題を見いだしたり、他者と協働しながら柔軟に解決し
たりする力を身につけていくのである。

保護者や教師が前面に出て解決するのではなく、あ
たかも自分で乗り越えたかのようにそっと支えるのが
ポイントである。
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生きる力を育むために

(4) 褒め方、認め方

できたことより、子どもなりにこだ
わったところを認める。褒めたり認めた
りすることで、子どもの成長する力を支
える。

直させたいことも、一方的に叱るので
はなく、褒め方で気づかせることもでき
る。
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生きる力を育むために

(5) 再発防止策を一緒に考える

過ちを起こしたときは、次同じことが起きな
いようにするにはどうすればいいか、同じこと
が起きたらどうすればいいかを一緒に考えるこ
とが大切である。実際に同じような場面で、過
ちを回避できた場合、成長したことを実感でき
るようになる。

叱って謝らせたり、罰を与えたりしても、成
長にはつながらないことが多い。失敗したとき
こそ、成長できるチャンスである。
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生きる力を育むために

(6) 発達の段階に応じた対応をする

子どもの発達に伴い、家族も適切に受
容し、状況に応じて柔軟に対応すること
が肝要である。

特に、思春期においては、状況に応じ
てある程度許容する柔軟な家族の対応が
必要である。
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生きる力を育むために

(7) 夢中になれるものや時間を持てる

ようにする

本人が好きなこと、やりたいことであれば、
辛いことでも頑張れるし、困難も乗り越えられ
る。言い換えれば、好きなことであれば、困難
を乗り越える力や回復する力を身につけること
ができるのである。

様々な体験や経験をさせ、やりたいことを見
つける機会を持たせると良い。夢中になれる時
間が子どもにとって何よりも大切な宝物であり、
成長する時間である。
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生きる力を育むために

(8) 体験活動や習い事、部活動等を通して

体験活動や、習い事や部活動などは、他者と関わり
を持ちながらリアルな現実を体験する場になるため、
自分を理解し、自己実現への努力や喜び、悔しさや苦
しみ、成長などを経験できるよい機会となる。

指導者と保護者は、それぞれの役割を意識して子ど
もに関わる必要がある。保護者は子どもの気持ちを受
け止め、支え励ますことが大切である。子どもが葛藤
を抱え、あるいは傷ついて帰ってきたとき、家族は安
息と癒やしの場を用意して迎え入れ、再び子どもを送
り出したいものである。家族や保護者は、安全基地と
しての機能を果たすことが求められている。
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リフレーム
肯定的にとらえて言葉をかける方法

僕は色々なことが気になってしまい、神経質なところがあるんだ。だめな子だよね。

Ａ君は、とても感受性が豊かで、優しいのよ。人の心にも気づける素敵な子だと思うわ。

お母さんは、僕のことをそんな風に見てくれているんだ。何かあったらお母さんに
相談してみよう。

その優しさは、クラスなどで困っている友達がいたときに気づいてあげて、相談に乗ってあげ
るなどで生かしてほしいな。そういう人って、クラスを陰で支える素晴らしい人だと思うわ。

子どもがマイナスと捉えているところを、肯定的に見られるように言葉かけをする。

・大人との信頼関係が構築され、悩みを相談しやすくなる。
・自己肯定感を高め、前向きな気持ちを引き出すことができる。
・子どもが弱みと思っている行動等を肯定的に捉え直し（リフレーム）、
強みとして発揮できる場面や方法を話し合うことで、行動面での修正を
図ることができる。
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スケーリングクエスチョン
悩みを点数化させて見える化する方法

４点ぐらいかな……。

学校生活を点数化すると、10点満点で何点ぐらいかな？

Ａちゃんが私の話を聞いてくれるようになったら５点かな……。

４点なんだね。じゃあ、５点ってどんな状態？

１点の違いはどういう違いなのか考えさせる。また、１０点満点の状態を聞く方法もある。

・本人も漠然としていた悩みについて、原因や背景を明らかにしやすくなる。

・６点なら？７点なら？と聞いていくことで、少しずつ改善されていく状態
をイメージさせることができ、具体的な解決方法を見出していくことにつな
がる。

どうやら、Ａさんとの関係の在り方で悩んでいたようだね。
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アイメッセージ
相手を非難せずに思いを伝える方法

僕は、今日も夕食は自分の部屋で食べるね。

お母さんがいるときに、自分の部屋で食べたいって言われると、お母さん嫌われて
いるのかなーって思って寂しいんだよね。

お母さんは、そんな風に感じていたんだ。知らなかった。これからは、
なるべく気をつけよう…。

主語を「私は」にして自分の感情を相手に伝え、判断は相手にゆだねることで、相手
を尊重したコミュニケーションとなります。

・判断を相手にゆだねているので、うまくいかなくても関係は維持できる。
・褒めるとき、ユーメッセージでは「～してえらかったね」となり、アイメッセー
ジだと「～したの。（私は）うれしいわ。」となる。ユーメッセージは評価的にな
り、「～しないとえらくない」とも聞こえる。アイメッセージだと、こちらの気持
ちを伝えたことで、相手は素直に受け止めやすくなる。
・例を挙げると、「良い子だね」→「助かったよ」、「すごいね」→「感動した
よ」、「～しなさい」→「～した方が良いと思うよ」「～してほしいな」など。
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相談先案内
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御清聴ありがとうございました。


